
 

 

 

 

 

 

 

 

   加飾技術研究会と学会の共通点・相違点  

（会長   秋元英郎・秋元技術士事務所）  

   加飾技術研究会は加飾技術に係る産学官＋士が集う組織

であり，加飾技術に関して議論し，情報交換する場である．

ならば，学会とどこが違うのであろうか．  

  

   学会は，学問や研究の従事者らが，自己の研究成果を公

開発表し，その科学的妥当性をオープンな場で検討論議す

る場であり，同時に，査読，研究発表会，講演会，学会誌，

学術論文誌などの研究成果の発表の場を提供する業務や，

研究者同士の交流などの役目も果たす機関でもある．  

  

   加飾技術研究会と学会が共通する点は，広く加飾技術に

係る者が集まりオープンに議論する場である点であるし，

講演会も行っている．学会誌のような形での論文発信はし

ていないが，本レターのような形での発信は行っている．  

  

   一方で相違点は何であろうか．学会では理論や技術の斬

新さ・難しさに価値があるが，加飾技術研究会における価

値は全く違っている．加飾技術研究会において価値がある

ものとは，美しいモノ，面白いモノ，かっこいいモノであ

る．これはデザイナーが追求している価値と完全に一致し

ているし，感性工学が対象としている「技術」分野でもあ

る．  

  

   加飾技術研究会に多彩なメンバーが集まり，世の中に価

値ある情報を発信できるようにしていきたいと考えている．

（加飾技術研究会   会長   秋元英郎）

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

I   I 高級イメージをもつ“色”  

代表理事   平野輝美  

   加飾の大きな領域に，“色”があると思います．様々なモ

ノに着色することは，加飾技術の主要な一つでしょう．そ

の“色”ですが，高級感についての調査結果が報告されて

います．ご紹介しましょう．  

  

『アジア４カ国の色に関する意識調査〜高級イメージ〜』  

参照：http://www.intage.co.jp/chikara/02_topics/637/ 
調査者：株式会社インテージ，株式会社日本カラーデザイ

ン研究所  

調査対象国：日本，中国，タイ，ベトナム  

  

１．高級感を感じさせる色  

   図１は，高級感を感じる色をまとめた結果です．ご意見

は様々と思いますが，一般的に捉えられる“金色”や“銀

色”よりも“黒”が高級イメージとして捉えられています．  

  

２．日本における高級のイメージ  

   図２は，日本における“高級イメージ”を感じる“色”  を

まとめたものです．“金”“銀”“黒”の割合が多いですね．

また，色の深いもの，濃いものに“高級感”をもつようで

す．  

  

本記事はwww.intage.co.jp/chikara/02_topics/637/  

に公開されている内容を元にして，ご紹介させていただい

ているに過ぎません．調査結果そのものに関してご興味を

いただきましたら，直接調査実施主体にご連絡いただきた

くお願いいたします．  

製品類，部品類などの最終加工は加飾�処理である．工業製品を「商品」として価値あるものに仕上げるのは，加飾�技術である．近年，

環境に優しく，あらゆる負荷が小さい加飾�技術が求められている．我々は，社会の要請に対して真摯に取り組み，優れた加飾�技術につ

いて調査・研究・開発等を積極的に進め，社会・経済発展に寄与すべく加飾�技術研究会の活動を展開するものである． 
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３．キズ防止加工  

   調査結果に表れているように，色の濃い加飾が好まれる

ならば，表面のキズはとても気になるでしょう．従来では，

ハードコート処理で“キズ”がつかないように対応が為さ

れてきました．しかしながら，キズがつかないのではなく，

目立たない・・・でもよいのでは？最近では，自己修復（小

さいキズ，擦りキズなど）機能を付与する動きがあります．

濃い色の加飾では，“キズを自己修復する”機能もまた選

択肢になるものと思います．  

  

   CIFTIS   (The  2nd  China  Beijing  International  Fair  For  Trade  in  services)   

   北京で開催された国際展示会（CIFTIS）の一環として，

Promotion  Meeting  on  R&D  and  Design  Services  が

行われました．加飾技術研究会では，プラズモン（物理発

色）の講演と，銀鏡塗装のデモストレーションを行いまし

た．  

  

      講演  

   図３に講演のステージをご紹介します．立派なものです．  

  

▶橋本理事  

   マイクロ銀鏡塗装システムを使ってデモストレーション

を行いました．国外で２回目のデモストレーション講演で

したが，ちょっとしたトレブルに見舞われました．しかし

ながら，盛況に，大きな興味をいただきました．  

   やはり，実際に実演して処理をご紹介する効果絶大です

ね．参加頂いた方からの質問も極めて多数で，本当にもう，

質問攻めでした．  

  

図３   CIFTIS講演ステージ  

      余談  

（１）銀鏡デモのトラブルですが，電圧変換トランスがひ

しゃげていて使えませんでした．ケースを開けると，端子

が外れていただけのようなので，つなげて，テープ止めし

て使用しました（図４）．  

（２）講演も終了しまして，一息・・・冷たい（ｃｏｌｄ）

チンタオビールとオーダーしたら・・・氷入りで出てきま

した・・・（図５）  

  

図４                           図５  
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   日刊工業新聞社共催『加飾セミナー』の報告  
代表理事   平野輝美  

   加飾技術研究会レター１３号でご紹介しました『素材に

価値を   高級感セミナ』を開催しました．ご紹介します．  

  

会開催日：２０１３年６月１８日，１３：１０～  

場所：日刊工業新聞社   大阪支社セミナールーム  

  

プログラム  

加飾のトレンドと展開（前田教授）キラキラ感の付与  

金属調塗装（銀鏡）  （（株）表面化工研究所，橋本社長  

金属ナノ粒子加飾   （東海大学工学部，前田教授）  

フィルム加飾と韓国の状況について  

フィルム加飾   （ウィッエル)  

韓国の加飾について  （LG電子・ミンさん）  

オンデマンド加飾  

オンデマンド水圧転写ＲＰ（デモストレーション／松井氏）  

まとめと質疑      （弊会，平野）  
  



 

      講演  

   講演の様子を図６にご紹介します．  

  

図６   ミンさんの講演  

  

   また，リアルプリントのデモストレーションの様子です．  

  

図７   リアルプリントデモストレーション（松井氏）  

  

      次回は東京開催（８月６日予定）  

   来る８月６日に東京にて開催予定です．ぜひ，ご参加くだ

さい．  

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

        産業交流展２０１３   に参加します  

代表理事   平野輝美  

   毎年，ビッグサイトにて大々的に開催されております産

業交流展において，２０１３年も加飾技術研究会としての

ブースを確保しました．会員の皆様と連携を持って共同出

展させていただきたいと思っております．  

  

      ２０１３年計画  

日程：２０１３年１０月３０日〜１１月１日  

会場：ビッグサイト  

参照：http://www.sangyo-koryuten.jp  

  

      共同参加  

   参加申込を加飾技術研究会／株式会社ＧＧＫの連名にて

行っております．各参加社は，株式会社ＧＧＫと連携をも

って参加いただきます．ぜひ，加飾技術研究会会員に限ら

ず，ご参加ください．みなさま，共同出展にてご一緒しま

しょう．  

   なお，株式会社ＧＧＫは，加飾技術研究会事務局の運営

にご協力頂いております企業（代表取締役   平野輝美）で

す．  

▶共同参加申込：e-mail アドレス   ｉｎｆｏ@ｋａｓｙｏ

ｋｕ．ｏｒｇもしくはＦＡＸ   ０３−３５０４−２６００ま

で，共同参加の申出（フリーフォーマット）をお送りくだ

さい．参加の申込〆切として１０月１日とさせて頂きます．

早めにご連絡のほどお願いいたします．  

▶参加費分担：５０００円／会員企業として，ご参加企業

毎に分担頂きます．規模と参加企業数などを勘案すると，

とても効率的な展示会と思います．  

▶ブースの位置：未定（９月２日に決まります）  

▶ブースの広さ：約３×３m 程度の広さがあります．皆様

譲り合って使用します．  

▶出展内容：各社の製品紹介とパンフレットなどを配布す

ることを考えております．  

▶入手情報について：交換した名刺は，共有財産として共

有したく思います．  

  



 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-  

     日刊工業新聞社共催『加飾セミナー』のご案内  

代表理事   平野輝美  

   日刊工業新聞と共催で，「加飾セミナー」を開催します．

本年度は，東京：８月６日（火曜日）を計画しております．

皆様，ぜひ，ご参加ください．  

開催日：２０１３年６月１８日，１３：１０～  

場所：日刊工業新聞社   大阪支社セミナールーム  

  

加飾のトレンドと展開（秋元・会長）  

金属調塗装（銀鏡）  （（株）表面化工研究所，橋本社長  

金属ナノ粒子加飾   （東京都産業技術研究センター，海老

原瑞枝研究員）  

フィルム加飾   （凸版印刷・小嶋氏）  

オンデマンド水圧転写ＲＰ（ミズノリペア，阿部取締役）  

まとめと質疑      （弊会，平野）  

  

   詳細は決まり次第   ｋａｓｙｏｋｕ．ｏｒｇにアップし

ます．また，日刊工業新聞社情報サイトにて広報いたしま

す．  

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-  

   燕三条ものづくり連携フォーラムのご案内  
事務局  

   加飾技術研究会にて招待講演をさせていただきました燕

三条地場産業振興センターでフォーラムが開催されます．

ご案内頂きましたので皆様に紹介いたします．  

（一財）燕三条地場産業振興センターでは，2013年9月

19 日（木），20 日（金）に「燕三条ものづくり連携フォ

ーラム」を開催いたします．この展示会は燕三条地域の企

業に対して，内外の先進的な技術を紹介して頂き，マッチ

ングの機会を提供するイベントです．  

本展示会に加飾技術研究会のブースを用意しますので，会

員の皆様からご出展頂き，燕三条の企業と新たな連携が生

まれることを願っております．皆様のご出展をお待ちして

おります．  

2013   燕三条ものづくり連携フォーラム概要（予定）  

併催：バリ取り仕上げ加工技術展in燕三条  

会期：平成25年9月19日（木）～20日（金）  

会場：燕三条地場産業振興センター   メッセピア多目的ホ

ール（JR上越新幹線   燕三条駅下車   徒歩５分）  

内容：表面処理関連技術，その他加工関連技術，バリ取り

関連技術（バリ取り仕上げ加工技術展）  

  
 

 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

   第五回定時総会報告  
事務局  

   第５回定時総会を６月１４日に開催いたしました．議事

録等につきましてじゃ会員各位には別途郵送いたしました．

ありがとうございました． 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

 
 

加飾技術研究会事務所紹介：株式会社ＧＧＫ／創造工学研究所
内にて活動させて頂いております．ご入会申し込み，質問，その他何で

も，メールにてお問い合わせください．ｅ−ｍａｉｌ     ｉｎｆｏ＠

kasyoku．org です．地図を載せます．右端の駅が新橋です．上が東京

方向です．近くまでお越しの際はぜひお立ち寄りください  （訪問前には

電話をご一報ください．０９０−３６９４−７８６４です）．  
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